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The Eastern Buddhist 創刊号に思う　

教授
ロ バ ー ト  F. ロ ー ズ

 （仏教学）

　英文の仏教学雑誌 The Eastern Buddhist( 以
下EB誌と略称 )が創刊されたのは1921年 (大
正 10) の 5 月であった。この学術雑誌は響流
館 5 階に事務所を持つ The Eastern Buddhist
Society( 東方仏教徒協会 ) の機関誌であるが、
創刊当初から今日に至るまで欧米の仏教研究
の発展に大きく貢献してきた。
　創刊号の目次ページを見ると、そこには

「大乗仏教の研究にささげられた隔月の雑誌」
(A bi-monthly magazine devoted to the study of
Mahayana Buddhism) と明記されている。こ
の言葉から知られるように、EB 誌は当時欧
米ではあまりよく知られていなかった大乗仏
教について、英文で発信することが主たる目

的であった。その誕生については、故坂本弘
先生が「大谷大学時代の鈴木大拙先生」( 上
田閑照・岡村美穂子編『鈴木大拙とは誰か』、
岩波現代文庫、2002, pp. 213-223) のなかで詳
しく紹介されている。それによると、EB 誌
の創設の背景には大谷大学三代学長の佐々木
月樵と鈴木大拙の強い願いがあった。
　鈴木は 1897 年 ( 明治 30) に渡米し、オー
プン・コート出版社の編集員として仏教書の
英訳などに従事し、12 年後に帰国したとき
には学習院の教授に就任した。佐々木はすで
に 1911 年 ( 明治 44) に、鈴木と共同で親鸞
の伝記である『御伝鈔』の英訳を出版してい
たが、大谷大学を世界的な仏教研究センター
にすることを夢見て鈴木を 1921 年に大谷大
学に招聘した。そして二人は山辺習学、赤
沼智善、ビアトリス・レーン・鈴木 ( 鈴木の
アメリカ人妻 ) と共に東方仏教徒協会を設立
し、EB 誌の発行に着手したのであった。
　創刊号の目次ページにも明記されていたよ
うに、当初の予定では EB 誌を隔月に出版す
る計画であったようである。第 1 巻と第 2 巻
では、その目標はほぼ達成されたが、第 3 巻
からは年 4 回の発行になった。しかしビアト
リス夫人の死去もあって、EB 誌は 1939 年 ( 昭
和 14) の第 7 巻 3・4 号で休止した。そのThe Eastern Buddhist　創刊号目次



後 1949 年 ( 昭 和 24) か ら 1958 年 ( 昭 和 33)
にかけて第 8 巻第 1 ～ 4 号が出版されたが、
1965 年 ( 昭和 40) にはニュー・シリーズ (New
Series) として再スタートして、今日に至って
いる。
　さて、EB 誌創刊号には 6 ページに渡る社
説が掲載されている。その社説は、東方仏
教徒協会の設立趣旨文と協会規約、そして
“Eastern Buddhist” と題された創刊の辞ともい
うべき文書によって構成されている。そこに
は、大乗仏教に関する学術研究の成果を公開
すると共に、大乗仏教の精神を世界に広める
ことが EB 誌発行の目的であることが強調さ
れている。
　この社説では、大乗仏教は欧米では甚だし
く誤解されていると指摘されているが、これ
は当時パーリ語仏典のテキストや翻訳が次々
と出版され、南方仏教こそが釈尊の本来の教
えを伝えるものであると考えられるようにな
り、大乗仏教は通俗的な信仰が混入した堕落
した仏教であるという通念が、欧米で一般化
していた状況を暗に批判したものであろう。
このような大乗仏教に対する誤解を払拭する
のが EB 誌の大きな目的であった。さらに社
説では、大乗仏教は東洋の叡智であり、それ
が日本 ( そして東洋 ) の美意識や道徳、ある
いは思想に大きな影響を与えているので、そ
の叡智を欧米に紹介し、西洋文化の発展に貢
献することも、EB 誌に託された使命である
と述べられている。そして最後に日本の仏教
研究は、海外ではあまり知られていないため、
それを英語で紹介することも重要な役目であ
るとされている。
　このような目的を念頭に置き、創刊号では
華厳経からの抄訳 ( 鈴木 ) を始め、禅仏教 ( 鈴
木 )、真宗の哲学的基礎 ( 佐々木 )、釈尊（赤
沼）、大乗仏教 ( ビアトリス夫人）、親鸞の和
讃（山辺）などについての論文が掲載されて
いる。また雑誌の最後は覚書（notes）と書
評で締めくくられているが、そこにも日本の
仏教と仏教研究を世界に発信しようとする意
気込みが看て取れる。覚書には聖徳太子の

1300 回忌、伝教大師最澄の 1100 回忌や、日
蓮の誕生 700 年記念行事の記事に加えて、当
時村上専精、望月信亨や常盤大定などによっ
て激しく繰り広げられた『大乗起信論』の作
者に関する論争（『大乗起信論』はインド撰
述か中国撰述かという論争）も紹介されてい
る。また書評には最近出版された学術書に加
えて、7 種類の仏教辞典（その内 6 点は日本
語のもの）を紹介しているが、これも日本の
仏教研究の成果を欧米の学者と共有するとと
もに、日本の仏教学を世界にアピールするこ
とを意図していることは明らかである。
　冒頭で述べたように、EB 誌は世界の大乗
仏教研究に一世紀近くのあいだ、大きく寄与
してきた。その原動力は、創刊号で宣言され
た、大乗仏教を世界に開放したいという強い
願いにあったのであろう。しかし毎年複数回、
外国語の学術雑誌を発行し続けることは、多
くの苦労があったことも忘れてはならない。
今年の 4 月から EB 誌の業務は東本願寺宗務
所から本学真宗総合研究所へと完全に移管さ
れた。そのような組織改編を機に、EB 誌が
今後ますます世界の仏教研究に資することを
期待する。
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